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安全のために必要な以下の内容に同意できない場合、この商品の使用を禁じます。また以下の内容は不
定期に変更されることがあります。最新の情報をアップデートするために、絶えずカブリナ・カイトサーフ
ィンのホームページWWW.CABRINHAKITES.COMをご覧ください。

使用者が18歳以下の場合、両親または保護者に以下の警告やインストラクションに関する項目とユー
ザーマニュアルを読んでもらう必要があります。レッスンを受け、インストラクターかマニュアルを読んだ
者の監督下でしかこの製品を使用できません。

この製品にはその使用に伴い、予期せぬ危険が起こる可能性があります。カブリナ・カイトサーフィン����
び販売店は、�製品��の��の������の��に�����、あるいはその�の�������は、�製品��の��の������の��に�����、あるいはその�の�������
め、しかしそれに限定されず、いかなる特別�、間接�、付随�、結果�、法定�もしくは模範��害に関
して、契約行為であっ�か、不法行為�過�があっ�か、厳正な賠償責任であっ�か�問わず、一切責任
�負わないものとします。

カイトサーフィンは激しいスポーツです。パワーカイト�それにつながるライン、コントロール・エクイップメ
ントは、使用者自身�回りの人々に危険�及ぼす可能性があります。カイトサーフィン�行う際は真剣に、
慎重に取り組み、�験が浅いライダーはプロのインストラクター��験豊富なカイトボーダーのレクチャ
ー�受けること��勧めします。カイトの使用方法が正しくない場合は、ライダー自身�周りの人々に深刻
な怪我�負わす、ま�は最悪の場合には死に至らしめる可能性があります。電線�空港、��、��、����、��、����、��、��
の近くではカイト�使用しないでください。ま�、カイトのフライイングラインが人��に触れない�うご注
意ください。カイトは常に見通しの良い場所でご使用ください。風�天候に留意し、特に、オフショア�オン
ショア、強風時には注意が必要です。陸上で完全にカイトの操作ができる�うになるまで、水上でカイト�
使用しないでください。ライダー自身と周囲の人の安全�守る�め、カイトの操作に慣れる�う陸上で充分
に練習�行ってください。カイト�使用する際の安全面の責任は、すべてライダー自身にあるということ�
絶えず頭に入れて�いてください。このスポーツ�練習する際には、自己の限界�留意し、無理�しない�
うご注意ください。海上でカイト�使用する際には、安全上、必ず保護防具�浮力体�身につけ、カイトと
ライダー自身�ほどけないほどしっかりと繋がない�うにしてください。カイト�飛行目�、浮力体として使、浮力体として使使
用しないでください。

...次ページへ続く



co前ページからの続き...

カイトボーディングはい�い�な�目でレ�ルにはい�い�な�目でレ�ルに
応じて楽しめる多様なスポーツです。しかし、他の
スポーツと同様に先天的な回避しがたいリスクも
伴います。カブリナカイトを使用する前に、下記の
安全上のキーポイントを覚えておきましょう。

•	 カイトサーフィンは危険を伴うスポーツで、カイト
サーフィンの使用者は人体のあらゆる箇所に深刻
な怪我�する怖れがあること�理解してください。

•	 カイトサーフィン�する際に怪我�する危険性は
非常に高く、カイトサーフィン�始め�うとする使
用者はそれ�理解しなければなりません。

•	 未成年は必ず監督者のもとでこの製品�使用して
ください。

•	 初心者はまずレッスン�受けること�強く�すすめ
します。

•	 使用する前には常にすべてのライン�キャノピー、
ブラダー、ネジ、その�全般に、擦れ�引き裂けの兆
しがないかどうかチェックしてください。

•	 擦れ�引き裂けの兆しが見られた場合、使用する
前に�だちにリペア�パーツ交換�行ってくださ
い。擦れ�引き裂けに関する質問がある場合は、地
元販売店に�問い合わせい�だくか、ホームペー
ジwww.cabrinhakites.com�ご覧ください。	

•	 ライダー自身��の人が怪我�する可能性がある
状態�カイトボー�ィングのいかなるパーツ��ボー�ィングのいかなるパーツ��のいかなるパーツ��
�する可能性がある状態�絶対に避けてくださ
い。安全に自力で岸に帰って来られる状態�保って
ください。

•	 正規販売店で購入し�正規製造パーツ�使用して
ください。

•	 海の状況�カレント、天気予報など、コン�ィション
に関して勉強し、そういっ�情報�出艇する前に必

ず確認してください。オフショア�オンショアでセイ
リングする際には注意が必要です。

•	 初めてのポイントに行っ�場合、出艇する前にまず
はそのポイントに慣れること�心掛けてください。
危険なものがないかどうか、地元のライダーに訊ね
ましょう。

•	 遊泳者�小さな子供など、�のビーチ使用者に注
意してください。ボードとカイト�ライン�常にコン
トロールできる状態に保ち、ビーチ�海上で風に
吹かれて飛ばされない�うにしてください。

•	 常に充分な浮力体�つけてください。ウエットスー
ツ�UV効果のあるトップスなど、適正なスーツ�
身に付けて出艇してください。ヘルメットの着用�
強く�すすめします。

•	 絶えず出艇あるいはビーチに戻ってくるタイミング
��の人に知らせてから行�しましょう。セイリン行�しましょう。セイリンしましょう。セイリン
グパートナー�みつけ一緒にビーチにいきましょ
う。

•	 コン�ィションの変化（風が落ちる、風�波が上が
るなど）に注意し、変化の兆しが見え�ときには、
常にビーチに戻ってください。

•	 ビギナーのうちは自己の限界�超えるコン�ィショ
ンでカイトボー�ィングしないでください。ボー�ィングしないでください。しないでください。

•	 この製品は改造�変更�しないでください。

•	 この製品は海上ま�は�上でカイトボー�ィングま�は�上でカイトボー�ィングでカイトボー�ィングボー�ィング
することだけ�目�として�ザイン、製造されてい
ます。

•	 この説明注意事項�これからも参考にできる�う
保管して�いてください。

・　このマニュアルにはカブリナカイト�陸上、水上、
�上で扱ううえで大切な安全面�明記しています。

お勧めのカイトボーディング練習方法：



カイトボー�ィングの練習方法で留意しなければな
らない点は�上での使用も�まれます。�上でカイト
�使用することがあるライダーは�下�熟読する必要
があります。

このカイトは�上でのアトラクション製品として、完
全にコントロールされ、しかるべきマナーのもとで広い
�の積もっ�広場で使用されなければなりません。

このカイト�飛行目�で使用しないでください。峰
�崖、斜面から上昇する目�でこのカイト�使用しな
いでください。

ライダーがラン�ィングする際に衝撃�受ける�う
な、いかなるエアも行わないでください。

平坦でない地形�アイスバーン・コン�ィションな
ど、あらゆる山岳地で使用する際には充分な注意�は
らう必要があります。山岳地の風は非常に不安定で、
不意に風向き�強さが変わることがあります。

この製品�電線�ライフライン、��、�の障害�
のある所で使用しないでください。こういっ�障害�と
の接触は深刻な事故に繋がる恐れがあります。

カイトの飛行中は車�スノーモービルなど、それが
�いているか否かに関わらず、�く�とライダー�
接続しないでください。

常にカイト�充分にコントロールでき、人�障害�
�避け�り止まれる�うにする必要があります。

スノーカイト：風下�下り坂にいるライダーには権
利があります。自己の責任に�いて�の人�回避し
てください。

スノーボード：風下�下り坂にいるライダーには権
利があります。自己の責任に�いて�の人�回避し
てください。

�の人�邪魔し�り見えない所で停止しないでくだ
さい。

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

�き始める前には風上�斜面上、回りに人がいな
いこと�確認してください。

常に流れ止め�使用してください。

すべての看板等、掲示��確認してください。

滑走禁止区域で使用しないでください。

スノーボード：カイト�使用する前には、スノーボー
ドに乗る�めの知識と安全に着脱できる能力が必
要です。

アルコール�薬の影響がある状況でスノーボード
�スノーカイトしないでください。

�山�スノーボード／スノーカイトのコン�ィショ
ンは絶えず変化します。人造����、岩、�片、斜
面、�崩地域、クレバス、崖、電線、ウォーターハザ
ード、太陽が照りつけることに�って起る�面の変
化、風�天候の変化など、スノーボード／スノーカ
イトのコントロールに影響�与えるすべての事項に
充分に注意してください。

•

•

•

•

•

•

•

雪上で使用する際の注意
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イントロダクション

新しいカブリナ・カイトのご購入ありがとうございます。そしてカイトボー�ィングの世界へ�うこそ。ご存知のと�
りカイトボー�ィングの楽しさは世界中のあらゆる年令の人々�魅了しています。もっともダイナミックに急成長
している新種のスポーツのひとつということができるでしょう。	

それと同時にしっかりとその特徴を理解し、節度をもって行われなければならないスポーツでもありま
す。そのためにカブリナではこのユーザーズ・マニュアルを配付しています。これは新しいカイトを購入さ
れたライダーの方がカイトに対する知識を広め、安全に使用するために必要なものです。さらにセッティ
ングやメンテナンスなど、新しいカイトを水上で楽しく、長い間使っていただくためのインフォメーション
も多く記載してあります。このボ�カイトに必要なす�ての安全と�フォーマンスの�能がコントロール。このボ�カイトに必要なす�ての安全と�フォーマンスの�能がコントロール
システムに備わっています。。

実際にカイト�ご使用になる前に、このユーザーズ・マニュアルのすべてのページ�熟読してください。このマニュ
アルはカイトボー�ィングのインストラクション�目�につくられ�という�り、補足�な説明�しているものです
が、ライダー自身��び回りの人の安全の�めにも必要な事柄が記載されています。
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重要な情報
カイトボー�ィングはいろいろな種目で、レベルに応�て楽しめる多様なスポーツです。しかし�のスポーツと同
��うに怪我�するリスク�伴っています。これからカブリナ・カイト�使用する際に�えて�かなければならな怪我�するリスク�伴っています。これからカブリナ・カイト�使用する際に�えて�かなければならなリスク�伴っています。これからカブリナ・カイト�使用する際に�えて�かなければならな
い、安全上のキーポイント�紹介していきます。

•	 オーバーライド2�ハーネスループ・クイックシステムといっ�安全システム�使用し、慣れ�しんでくださ�ハーネスループ・クイックシステムといっ�安全システム�使用し、慣れ�しんでくださハーネスループ・クイックシステムといっ�安全システム�使用し、慣れ�しんでくださ�使用し、慣れ�しんでくださ慣れ�しんでくださ
い。

•	 パワードライブ2�1は�付の説明に��いてセットし、ま�使用してください。ドライブ2�1は�付の説明に��いてセットし、ま�使用してください。は�付の説明に��いてセットし、ま�使用してください。

•	 このカイトに適応するのはパワードライブ2�1です。カイトに適応するのはパワードライブ2�1です。ドライブ2�1です。

•	 常にバイパスリーシュ�用いて使用してください。バイパスリーシュ�用いて使用してください。

•	 カイト��びコントロールバー、ラインと瞬時に離れることができる�うにしてください。

•	 カイト�飛行目�で使用しないでください。

•	 テンションのかかっ�状態にあるすべてのラインに決して触れないでください。ラインにテンションのかか
っ�状態のカイトに触れないでください。

•	 空気の入っ�状態で使用していないカイトは、必ず砂�何か重い尖っていない��置いて安全�確保して
ください。充分と思われる�上に重�い��置くこと��勧めします。（カイトの取扱い、情報の項参照）ライ
ダーがいなくても、空気の入っ�カイトは飛ぶ恐れがあるので、充分に自己�周りのものに注意�払ってく
ださい。突然カイトが飛行してしまっ�場合、周りの人に深刻な怪我�与え、死に至らしめる可能性があり
ます。

•	 空気の入っ�カイトに対する充分な訓練�していない人に、ギア�貸さないでください。使用者は必ずこの
ユーザーマニュアル�熟読し、すべての項目に同意する必要があります。

•	 フライイングライン�安全システム、カイト、ボードなどのギアは、きちんとセッティングされていること、きち
んと作�することといっ�項目�、海上に出る前に必ずチェックしてください。

安全のためのギア
�下のプロテクション用ギアの使用�強く�すすめします：

•	 ヘルメット

•	 ライフジャケット、インパクトベストなどの浮力体

•	 ネオプレイン製ウエットスーツ

•	 グローブ

•	 ブーツなど足�保護するもの

•	 目�保護するもの

•	 安全用ナイフ

•	 日焼け止め

重要な情報
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風と海面、天候について
•	 風のパワー�過小評価しないでください。
•	 不意の天候の変化に気�付けてください。
•	 オフショア�オンショアのコン�ィションでカイトボー�ィングしないでください。	
•	 強風�ガスティな風でカイトボー�ィングしないでください。
•	 特にビギナーのうちは波のあるコン�ィションでは注意が必要です。
•	 潮の満干�カレント�調べましょう。
•	 自己のレベル�認知しましょう。自己の限界�超えるコン�ィションではカイトボー�ィング�しないでくだ

さい。
•	 �気温�水温について前情報�得て適切なスーツ�身に着け、自然要�から身�守りましょう。適切なスーツ�身に着け、自然要�から身�守りましょう。、自然要�から身�守りましょう。
•	 嵐のなかでこの製品�使用しないでください。
•	 必要に応�て風速計�用いましょう。
•	 オーバーサイズになるカイト�使用するのは�めましょう。風の早分かり表�使い、最適なサイズのカイト

�選びましょう。常識の範囲内で無理�せず、サイズの決定に不安が残るときには小さいサイズ�選びまし
ょう。

•	 カイトに装備し�クイックリリース（QR）とオーバーライド2・システム�体力�ま�は身体�に操作できる
状態にあること�確認してください。カイトとコントロールシステムは体重75kgのライダー��準に�ザイ
ンされています。

	 75kg�超えるライダーは軽量なライダーに比べてQR�作�させる�めに、�り多くの力が必要となりま
す。さらに風の強さとQR�作�させる�めの力にも関係があります。体重と安全システムとの関係につい
て、カブリナ正規販売店などにアドバイス�求めてください。

重要な情報

風早見表
この表は170	 lbs.	 (75	 kg)のライダー��準に考えられています。実際にはライダー個々の体重�能力レベル、
海面の状況、ボードサイズ、ライ�ィングスタイルなど、あらゆる点が異なりますので、この風早見表は参考�料
になるものです。ライダーの�験�一般�常識に��き、�のライダーが使用しているカイトのサイズ�参考にし
ながら適切なカイトサイズ�選んでください。一般�に軽量なライダーは小さいカイト�、体重が重いライダーは
大きなカイト�使います。体重と安全システムとの関係について、カブリナ正規販売店などにアドバイス�求めて
ください
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重要な情報

ライダーのレ�ルの認知

•	 きちんとし�インストラクションなしでカイトボー�
ィングしないでください。

•	 一人でのライ�ィングは禁止です。

•	 ランチング�ラン�ィング、ライ�ィング�行う際に
はパートナーと行うか、ビーチで絶えず観察してくれ
る人が必要です。

•	 この製品�使用する前に良�な��状態である必製品�使用する前に良�な��状態である必�使用する前に良�な��状態である必
要があります。

•	 実際のカイト�飛ばす前に、サイズの小さい『トレー
ニング・カイト』でカイト�飛ばす練習�行います。

•	 『トレーニング・カイト』で充分に練習�重ねること
に�って、�り安全に上手にカイト操作�行うことが
できる�うになります。

•	 この製品�水上ま�は水際で使う�めには上手に泳製品�水上ま�は水際で使う�めには上手に泳�水上ま�は水際で使う�めには上手に泳
げなければなりません。

•	 自己レベルには風と海面のコン�ィションと大きな
関係があるということ�理解してください。コン�ィシ
ョンに合わせて正しい�具のチョイス�しましょう。

•	 泳いで帰れないほど沖ではカイトボー�ィングしな
いでください。

•	 絶えず体力の温存�はかってください。疲れ切る前に
カイトボー�ィングのセッション�終了してください。

•	 実際にカイトボー�ィング�行う前に安全上の予防
策�頭に入れて�いてください。セッティング、ランチセッティング、ランチランチ
ング、ラン�ィング、フライイングの方法、��び水上
で使用する際の注意、レスキューの方法など。

•	 カイト�ランチングする前に安全システム�理解して
�く必要があります。

•	 カイト�海の近くで使用する前に、自己レスキューの
方法�身につけてください。

•	 インフレータブルカイト�扱っ�ことがない人にラン
チング�カイト・キャッチ�させないでください。そう
いっ�人�回りの人、ライダーに怪我�負わせてしま
う恐れがあります。

•	 安全上の責任は全てライダーにあります。

カイトボーデイングに適した場所

•	 地域の法律�決まり、規則に従い、使用可能な場
所でこの製品�使いましょう。

•	 天候�ローカルルールについて、地元のライダーの
話�聞きましょう。

•	 カイト�ランチングさせる前に必ず周囲�チェック
してください。

•	 この製品�使用する際にはランチング�ラン�ィン製品�使用する際にはランチング�ラン�ィン�使用する際にはランチング�ラン�ィン
グに広いスペース�必要とすること�理解してくだ
さい。

•	 カイト�使用する際、ライダーの左右、風下に少な
くとも100mのスペースが必要です。特に風下には
充分にスペース�とってください。

•	 特にランチングする場所では風向きに絶えず注意
する必要があります。

•	 浅いリーフ�飛び出しているリーフ、岩のある場所
で行わないでください。

•	 潮回りに注意してください。干潮時にはビーチの様
子が変わり、今までになかっ�障害�があらわれ
る可能性があります。

•	 電線�電柱、�、人、ペット、��、車、��、尖っ�
ものがある所、空港の近くではカイト�使用しない
でください。

•	 人の多いビーチ�波打ち際では使用しないでくだ
さい。

•	 歩��人の通る場所にラインが渡らない�うにし
てください。

•	 ライダーとカイトの間��の人が通過しない�うに
してください。

•	 ウインドサーフィン�ジェットスキーなどの�のマ
リンスポーツ�行っている人、海水浴�行っている
人、浮遊�に対して充分に注意してください。

•	 ランチングの前には、ランチング場所��にも安全
にラン�ィングできるスペース�確認してください。
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重要な情報

カイトのケア
エクストリーム性の高い性質�持つカイトボー�ィングでは、カイトの運搬�セッティングの際にも安全ギアと同
様にすべてのギア�しっかりと扱わなければなりません。

セッションの準備
•	 安全の�めの�具（ヘルメットなど）が壊れていないか、通常の働き�するか確認しましょう。
•	 カイト�コントロールシステム�こまめにチェックし、空気もれ�引き裂け、キャノピー�バテンの擦れ、安全安全
システムの異常�いち早く発見する�うにしましょう。フライイングラインにも擦れ�ほどけない結び目がな
いこと�確認します。これがフライイングラインの寿命に影響�与えます。ブライダルのすべてのラインが擦れ
合わない�う確認してください。すべてのプーリーが自在に回り老朽化していないこと�確認してください。

•	 アスファルト�セメント、砂利など、摩擦の大きい所でセッティングするのは止めてください。�具�痛める恐
れが多分にあります。砂�芝�の上でセッティングするのが理想です。摩擦の大きい所でセッティングし�際
に���ダメージは保証範囲�となります。

•	 キャノピー��い�り、バテン�リー�ィングエッジの空気もれ�起こす�うな、尖っ�もののある所でセッテ
ィングしないでください。

•	 フライイングライン�尖っ��のあるところで広げないでください。
•	 セッティング中は砂�砂袋でカイト�安全に保管してください。カイト�傷つける�うな尖っ�もの�岩、摩
擦�起こす�うなものからカイト�遠ざけてください。

セッションの途中で
•	 長時間、空気�挿入し�カイト�人の手から離れ�状態でビーチに放置しないでください。風がシフトし�り
風向きが変わることに�って、カイトの安全性が保�れなくなり飛んでいってしまう恐れがあります。

•	 空気�挿入し�状態のカイト�（重り�乗せていても）長時間ビーチで風に吹かれ�状態にしないでくださ
い。これに�ってトレーリングエッジが絶えず風に吹かれ�状態となり、カイト�痛め�りブライダル�コント
ロールライン�絡める原因となります。もし長時間ビーチにカイト�置かなければならないときは、バテン�
トレイリングエッジなど、カイトの広範囲に砂�乗せバタつき�最小限にとどめ�状態にしてください。最小限にとどめ�状態にしてください。状態にしてください。

•	 長時間、太陽光線のもとにカイト�広げて�かないでください。セッションの合間にはカイト�安全に保管で
きる日陰�探してください。使用していないときは片付けましょう。

正しい収納方法
•	 真水でカイト�洗い、�く乾かし�後、丸めて収納すること��勧めします。	
•	 濡れているときにカイト�丸めないでください。
•	 収納前には異��砂�取り除き、カイト�きれいな状態にしてください。
•	 カイトがきれいな状態で乾い�ら、購入時に入ってい�バッグに入れ、乾い�涼しい所に保管してください。
•	 カイトが入っ�バッグの上に重�いもの�置かないでください。
•	 空気�挿入し�カイト�車の中�車上の収納ボックスに入れ�ままにしないでください。気温の変化に�っ
てカイトが�裂する恐れがあり、これに�って内蔵ブラダーは深刻なダメージ�受けます。

•	 真水�溜め�バケツにコントロールシステム全体（ライン�バーに巻い�まま）�5分つけるという方法で、使
用するごとにコントロールシステム�洗ってください。その後、完全に乾かしてください。

•	 コントロールバーが完全にきれいで乾燥し�後、購入時に入ってい�バックに入れ、乾燥し�涼しい場所に
保管ください。
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ビーチでのエチケット
ビーチ�海面��のユーザーと共有する�めに考えられる�本�なエチケットです。

安全
•	 このマニュアルの安全について記載されている項目�熟読しましょう。

•	 使用ビーチに掲げられている安全�ルールに関する看板�掲示���く読み、それに従いましょう。

•	 新しいポイントでランチングする前に地元のカイトボー�ィング協会�ショップに行きましょう。看板�掲示
�にない地元のルール�規則がある可能性があります。

•	 一般�な安全認識に従いましょう。

•	 バー�カイトなど、�の人の�具に許可なく触っ�り、チューニング�し�りしない�うにしましょう。

•	 常にカイトは砂�砂袋�使って安全�保ってください。ライダーが操作していないカイトは危険です。

•	 空気�入れ�状態のカイト�ライダーから離れ�所に置かないでください。風向きが変わりカイトが不用意
に飛んでしまう危険�避ける�めです。

セッティング
•	 使う�具だけ�セッティングしましょう。使用していないカイトは空気�抜いて、�だちに片付けましょう。

•	 充分なスペースがあるところでセッティングしましょう。

•	 �のビーチユーザーのこと�充分に配慮し、セッティングしましょう。

•	 使用時��はライン類�巻いて�きましょう。

•	 ランチング�ラン�ィング、ライ�ィング時には絶えず�のビーチユーザー、海面にいる人のこと�配慮しまし
ょう。

•	 �のビーチユーザーに譲る心�持ちましょう。

•	 常に必要に応�て�のカイトボーダーの助け�かりられる�うにして�きましょう。	�のカイトボーダーと互
いに助け合いましょう。

重要な情報
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重要な情報

ランチングの準備
•	 ライダーの左右と特に風下側に100m�上なにもないスペース�確保します。

•	 ライダーが立つポイント�り風下側にカイトがランチングすること�考慮し、�具�置きます。

•	 ライダーの真風下の位置からカイトをランチングしないでください。このエリアのカイトはパワーがありすぎ
る�めライダー�周りに危険�及ぼす可能性があります。周りの安全に充分に留意してください。

•	 �本�にライダーが背中から風�受けている場合、真風下は180度の角度となります。ライダーの左右
100度の角度で風下側にカイトがセッティングされる�うにしてください。

•	 ランチング時にカイトが風上に向かっていればカイトのパワーは少ないので、安全なランチングに最適です。

•	 ライダーがコントロールバー�持
ち、カイトから30m離れる間、パー
トナーにカイト�持っていてもらう
方法が理想�です。

•	 ランチングはゆっくりと安全に行っ
てください。カイトのランチング時の
角度�考え、決して真風下からラン
チングしないでください。

使用可能なエリア
両サイドとライダーの風下側に100mの余裕が必要です。ライダーが�の人、�に対して安全�確保する�め充
分なエリアがとれない場合は、カイト�ランチングしないでください。
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重要な情報

カイトのポジション、ゾーンと�ワー
カイト�ランチングする前にパワーゾーンに対する知識�知ることは大切なことです。カイトボー�ィングに関す
る多くの事故は陸上で起こり、ま�ニュートラルポジションと呼ばれるポジションにカイトがあるときに起こって
います。多くの人はニュートラルポジションにあるカイトは安定していると考えています。しかし風は絶えず変化
し、それに�ってニュートラルポジションにあるカイトはリフティングと呼ばれる現象が起こります。カイトへの風
が弱まると（ま�はフォイルに充分な風がなくなると）、カイトはライダーから遠ざかる�き�します。ブローが入
るとカイトは突然パワー��み、そのパワーはライダーにとってはカイト�頭上にキープして�くには強すぎる状
態となります。その�めライダーは空中に持ち上げられてしまいます。その結果起こるリフティングは危険です。し。しし
かしパワーゾーンについて理解することに�ってリフティングに陥る可能性�できるだけ避け、陸上でカイト�ニ
ュートラルポジションで保�ない�うにすることができます。

ニュートラル・ポジション／こ
れはライダーの頭上にカイトが
あるポジションです。ライダーが
バー�水平に持ち上げれば、カ
イトはこのニュートラルポジショ
ンに向かいます。しかしカイト�
このポジションに保つことは難
しく、危険�伴います。このポジ
ションのカイトは安定し、パワー
�ライダー�引く力が弱い�う
に感�られるかもしれませんが、
ブローが入ると陸上ではライダ
ーがリフティングに陥り�すい

ポジションでもあります。海上ではボード�手繰り寄せるとき、��の�めに使われる�利なポジションですが、、��の�めに使われる�利なポジションですが、��の�めに使われる�利なポジションですが、
陸上ではニュートラルポジションでのカイト飛行�極力避けること�強く�勧めします。ランチングの後、いち早く
海上に向かうことです。カイト�ニュートラルポジションにして長い時間陸上にいないでください。これは大変危
険な行為です。

リフティング／リフティングはカイトがライダーの頭上になるニュートラル・ポジションのときに起こります。不のときに起こります。不ときに起こります。不
安定な風が突然垂直な力�発�させ、ライダー�上空に持ち上げる現象です。	

ニュートラル・ゾーン／ニュートラル・ポジション�中心に左右に幅�広げ�エリアです。カイトの飛行�開始す
る�めには、風上方向�風下方向に向けるのが難しいエリアです。この位置にあるカイトはパワーゾーンにあるカ
イトに比べてパワーも引く力も強くありません。しかし陸上�ガスティなコン�ィションの時は特に、このゾーンに
カイトがある場合は注意が必要です。

�ワー・ゾーン／ライダーの前あるいは横に��るこの位置のカイトは、ニュートラル．ポジション�ゾーンと比
べ、パワフルです。このエリアにあるカイトは最もパワフルで、ライダー�引く力が強い状態です。このエリアにある
カイトはパワフルで危険�伴うので、練習中のライダーはできるだけこのエリアでのカイトの使用�避けましょう。
カイトがこのゾーンにある場合、注意が必要です。
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カイトの概要

リボルバー・カイトは2：1ブライダルから1：1ブライダルへシステム�変更できます。2：1システム
は2：1（プーリー）搭載コントロールシステムで使用できます。1：1システムは1：1コントロールシ
ステムで使用できます。この変更はカイトに空気�挿入し�状態で作業する事��勧めします。注
意：変換する�めにはコントロールシステムも変更しなければなりません。変換の際にはパワード
ライブ2�1ユーザーマニュアル�参照ください。

1

2

3

3
4

4

5

5

76

8

13
12

12

12

13 13

13
12

12/13

2:1	bridle	configuration

1:1	bridle	configuration
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カイトの概要

9

11

10

Convert overvIeW 

1.	 4ラインカイトのボ�ィ

2.	 ブライダル

3.	 ステアリング（後ろ）ライン接続ポイント

4.	 �パワー（前）ライン接続ポイント

5.	 プーリー	(KS7SEBP/KS7DEBP)

6.	 マルチ・セグメントのダクロン製リー�ィングエッジ	

7.	 トゥルーマッチ3Dバテン

8.	 エアーロック・ハイボリューム・バルブ	(KS7ALVA)

9.	 スプリント（一カ所から空気�挿入できるバルブ）

10.	スプリント・エア分散チューブ	(KS7STCOLA)

11.	スプリント・エアクリップ	(KS7PI�CHC)

12.	2:1	ブライダル

13.	1:1	ブライダル

8
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スプリント・インフレーション・システム
スプリント・インフレーション・システムは、カイトに均等に空気�挿入できる使い�すさが特徴のシステムです。ここ
のスプリントシステムとはハイボリュームポンプであるカブリナポンプ�使い2種類の方法で�だちに空気�挿入
できます。ポンプ・リーシュとスレット・バルブ・コネクション�つなぎ、風があるなかでもカイトは安定し�状態で	 ポンプ・リーシュとスレット・バルブ・コネクション�つなぎ、風があるなかでもカイトは安定し�状態でポンプ・リーシュとスレット・バルブ・コネクション�つなぎ、風があるなかでもカイトは安定し�状態で
空気�挿入できます。

カイトに充分な空気が入っ�状態から、クリップ�使ってバテン内の空気�一部取り出すこともできます。これに
�って、使用中１本のバテンがダメージ�受けても，�のバテンの空気が抜けることもありません。セッションが終
わっ�らカイトの空気�完全に抜き、クリップのエンゲージ�解除します。

ま�バテンに空気�挿入し�ままカイト�丸めて置くこともできるので、次のセッションの時、数分でセッティング
することもできます。

セッティング

一カ所からカイト全体に均等に空気を挿入できます

図33

図22

図11

エアロック
空気挿入／空気抜きバルブ

上部は
インフレーション・キャップ

下部はリリースバルブ
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基本操作
カイトのケアに関する項�、実際にカイトに空気�挿入する前に参照してください。	
•				バテンが上�向く方向でカイト�広げます。
•	 背中�風上に向け、カイトのリー�ィングエッジ�身体の近くに保持します。空気�いれていない場合でもウイングチ
ップに砂�乗せるなど、安全に気�配ってください。

•			付属のポンプ・リーシュ�用いてカイトとポンプ�接続します。これに�ってカイト��さえる必要がないので、両手がカイト��さえる必要がないので、両手が��さえる必要がないので、両手が
自由に使えます。

•	 反時計回りに回してインフレーション・キャップ�開きます（図1）。（図1）。。
•	 リリースバルブが時計回りで固く閉められていること�確認します。カイトに空気が入っていない場合、リリースバル
ブ�強く閉めすぎない�う注意してください。激しくね�ることに�ってブラダーにダメージ�与える恐れがあります。
バルブのベース部分はベルクロ製�ィスクに�って定められ�位置にあります。

•	 カブリナ・アダプター（ま�は通常のノズル）�使用し、ポンプ�取り付けます。アダプター�付けるには、ポンプ・ホー
スの端にあるアダプター�取り除きます。アダプター�エアロックの上部に取付けます。ホース�アダプターに�び取取付けます。ホース�アダプターに�び取。ホース�アダプターに�び取アダプターに�び取�び取
り付けカイトに空気�送ります（図2）。（図2）。。

•	 LEからすべてのバテンに空気が流れる�うに、すべてのエア・クリップ�開きます（図3）。（図3）。。
•	 空気�入れる時は、両手でポンプのハンドル�持ち、ポンプに均等に力がかかる�うにします。これ�行うことに寄っ
てポンプの寿命が延びます。

•	 リー�ィングエッジの端まで充分に空気が行き渡っていること�確認します。内蔵ブラダーがきちんと端まで行き渡
っていること�手で触って確認してください。

•			通常LEはバテン�り先に膨らみます。バテンが充分に膨らんでいない場合は、エア・クリップが開かれていること、エア
・チューブにパンク�ダメージがないこと�確認します。

•	 リー�ィングエッジが充分に膨らんだら、ポンプ・ホース��してインフレーション・キャップ�ひねって閉めます。軽
く回すとインフレーション・キャップはしっかりと閉まります。		

•				下部のリリースバルブ�閉めます。	
•	 カイトには適量の空気�挿入してください。きちんと膨らんだカイトの端は強く曲げれば曲がる程度の固さになりま
す。ウイングチップが簡単に曲がる場合は、リー�ィングエッジの空気が不足しています。カイトが充分に膨らんでい
る場合、カイト�裏表に置くとウイングチップが上空に向かって伸び、カイトが弓状の形�保ちます（図1）。リー�ィ（図1）。リー�ィ。リー�ィ
ングエッジに空気が不足している場合、パフォーマンスの低下とリランチ時に問題が��る可能性があります。すべ
てのカイトは450mBの圧力下でテスト�行っています。注意：ポンプは１�ごとの空気量が決まっていますが、摩耗
�亀裂に�ってその量が低下することがあります。		

•			ひとりでバテンに空気�挿入すること��勧めします。カイトが膨らんだ後、エア・�ィストリビューション・チューブに
あるクリップ�閉めます。

•	 カイトにきちんと空気が挿入され�ら、カイト�裏返しにして砂など�上に乗せ、安全に置きます。（セットアップ　カ
イトの安全�参照）

セッティング

最適な空気量のカイト 空気の足りないカイト



��

カイトを安全に保つコツ
•	 空気�挿入し�カイト�ライダーのいない状態で長い時間、ビーチ
に置かないでください。風向きがシフトする可能性があり、カイトが
飛ぶなど、安全でない状態になります。

•	 砂�乗せるなど、必要だと感�る�上に重いもの�乗せてくださ
い。人が操っていないカイトは危険です。

•	 岩�尖っ�もの（ボード��む）�カイトの重りに使わないでくださ
い。これはカイトの寿命�縮める行為です。砂浜でカイトしない場
合、砂袋の用意��勧めします。

•	 風が吹いているなかで、カイト（重り�していてもいなくても）�置
き去りにしないでください。これに�ってカイトのトレーリングエッ
ジが風に�ってバタつき、コントロールラインのからみ�カイト本
体のダメージ�引き起こします。風の吹くビーチにカイト�置いて
�く場合、バテンの間全部�トレーリングエッジの近くに多くの砂�
乗せ、バタつき�最小限に抑えてください。ま�日陰に�いてくださま�日陰に�いてくださ
い。

•	 �のビーチユーザーのこと�絶えず考え、カイト�ライン��の人に
対して危険がない状態に保ってください。

•	 使用していないときはライン�バーに巻いてください。これに�って
ラインがビーチに伸び�状態�さけ、�の人がラインにからまるの
�防ぎます。

カイトから空気を抜く方法
カイトは完全に空気�抜くか、�宜上部分�に空気�抜くこともできま
す。	 リー�ィングエッジの空気�抜くには、インフレーション・キャップで
はなくリリースバルブ�回して緩めます。リリースバルブはエアロックの
下部（図A）にあります。 空気�抜い�後、バルブについ�砂��れ�取（図A）にあります。 空気�抜い�後、バルブについ�砂��れ�取にあります。	 空気�抜い�後、バルブについ�砂��れ�取
ります。収納前にバルブ�閉め、内蔵ブラダーに�ミが入るの�防ぎまに�ミが入るの�防ぎま
す。バテンから空気�抜くにはそれ�れのバテンにあるエア・クリップ�。バテンから空気�抜くにはそれ�れのバテンにあるエア・クリップ�
�します。これに�ってバテンからリー�ィングエッジに流れ�空気はエ
アロックから�に出ます。	
重要な注意事項	空気�抜い�カイトのバルブ�閉める際、ブラダーのね
�れ�防ぐ�めにブラダー�定位置に固定していってください。カイトに
空気が入っていないときにバルブ�閉めすぎないでください。カイトに空気�挿入し�後には硬く閉めることができます。

セッティング

図AA

空気�抜く�めに
はバルブ�回して
�します。
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PAUSE!

セッティング

カブリナ・コントロールシステムをセッティングする前に、付�のコントロールシコントロールシステムをセッティングする前に、付�のコントロールシをセッティングする前に、付�のコントロールシコントロールシ
ステム・ユーザースマニュアルを��ください。・ユーザースマニュアルを��ください。

カイト／コントロールシステム適応表とカイト・ユーザースマニュアルは以下の
ホームページから��ください。WWW.CABRINHAKITES.COM
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リボルバー・カイトは2：1ブライダルから1：1ブライダルへシステム�変更できます。2：1システムは2：1（プーリー）搭載コ
ントロールシステムで使用できます。1：1システムは1：1コントロールシステムで使用できます。この変更はカイトに空気�
挿入し�状態で作業する事��勧めします。注意：変換する�めにはコントロールシステムも変更しなければなりません。
変換の際にはパワードライブ2�1ユーザーマニュアル�参照ください。

2：1から1：1への変換

2:1 BrIDLe ConFIGUrAtIon 1:1 BrIDLe ConFIGUrAtIon
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5

4

6

3

D
E

4

3
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2：1から1：1への変換
フロントとリア・フライライン�ブライダルのピッグテイルから�します。
ブライダル＃3�TP-5からTP-4へ移�します。	{IMG	1}
ブライダル＃5�フロントラインのピッグテイルから�します。	{IMG	2}
ブライダル＃5�ダブルプーリーから�します。	{IMG	3}
ブライダル＃6�2：1Aポイントから�します。	{IMG	4}
ブライダル＃５と６�取り除きます。ブライドルは後に�び使用します。
ブライダル＃4の両端�2：1ポイント位置から�します。	{IMG	5}
ブライダル＃4の両端�1：1Aポイント位置に取付けます。	{IMG	6}
ブライダルE�ダブルプーリーの下段に通します。{IMG	7}
ダブルプーリーに通し�ラインのループにブライダルEのピッグテイルが付{IMG	8}
程良い状態までブライダルE�引きます。{IMG	9}
フライライン�接続するまでの準備は完了です。この状態で使用するにはコントロールシステムも変更す
る必要があります。詳しい情報に関してはパワードライブ2�1ユーザーマニュアル�参照ください。

2：1から1：1への変換
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チューニング
リボルバー・カイトはバーにかかる加重と回転の際の衝撃�調節できる2種のセットがあります。これはリアライン
上のブライダル＃4の位置に�って調節できます。

ポジション1：1Aではバーにかかる加重と回転の際の衝撃�少なくします。�だし完全に�パワーするまでバー�
移�する距離が長くなります。
ポジション1:	 1Bではバーにかかる加重と回転の際の衝撃は大きくなります。�だし完全に�パワーするまでバー
�移�する距離が短くなります。

1：1から2：1への変更
フロントとリア・フライライン�ブライドルのピッグテイルから�します。
ブライダルE�ダブルプーリーから�します。	{IMG	1}
ブライダル＃4�1：1Bポイントから�します。	{IMG	2}
ブライダル＃4�2：1ポイントの位置に取付けます。{IMG	3}
ブライダル＃3�TP-4からTP-5へ移�します。{IMG	4}
ブライダル＃5�ダブルプーリーに通します。	{IMG	5}
ブライダル＃5�フロント・ピッグテイルに接続します。	{IMG	6}
ブライダル＃6�2：1Aポイント位置に取付けます.{IMG	7}

IMG 1

1：1から2：1への変換
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大きな引き裂け
カイトのファブリックに大きな引き裂けができ�場合、販売店にカイトのリペア�してくれるロフト�紹介してもら
いましょう。

小さい引き裂け
カイト・ファブリックの小さい引き裂けはカイトリペア・テープで修復可能です。リペアテープは販売店で購入でき
ます。

1.	 カイト�きれいにし完全に乾かします。
2.	 カイト�平らで凹凸のないきれいな所に広げます。
3.	 引き裂けが完全に隠れる程度の大きさにリペアテープ�２枚切ります。
4.	 リペアテープの１つで引き裂けの片面�注意しながら完全に被います。カイトの表面にテープ�こすりつけて
密着させましょう。

5.	 引き裂けの逆の面にもうひとつのリペアテープ�張り付け、同��うに密着させます。
6.	 両面のテープがしっかりと接着されていること�確認します。

引き裂け／バテンブラダー
覚えておきたいポイント
•	 カイトのブラダーのひとつ�リペアする前に、カイトがきれい
な状態で完全に乾いていること�確認します。常にポンプとブ
ラダーには砂がついていない状態�保ち、完全に乾かして�
れ�拭き取ります。

•	 バテンに空気が入っていないこと�確認します。
•	 ビーチ��れ�場所、埃の多い場所、風が吹いている場所で
のリペアは避けてください。床など、下がスベスベし�所が理
想�です。

•	 ブラダー�リペアする前にフライイングラインのセットとブラ
ダー・リペア・キット（カイトに付属）�用意します。

•	 後から使い�すい�うにすべてのバルブ�分かり�すく並べ
て�いてください。

1.	 まずバテン�上に向けてカイト�置きます。
2.	 傷付い�バテンのベルクロ開閉口�はずします。これに�って
バテンのスリーブ�開き、ブラダー�取り出すことが可能にな
ります。（図1）

3.	 次に該�バテンにかぶせてあるチュービング・ロック・カラー（
LEバルブ）��し、スプリント・インフレーション・チューブと
LEスプリント・バルブ�離します。（図3）		

4.	 チューブからエア・クリップ�スライドして�します。（図4）		
5.	 バテン・バルブのベース部分にあるネジ（2つ）��します。（図つ）��します。（図）��します。（図
5）後から使い�すい�うにすべてのバルブ�分かり�すく並
べて�いてください。

リペア

図11

図22

図33
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リペア

図44

図55

図66

図77

6.			バルブのひとつにフライイングライン�結びます。バルブの根元に
しっかりと結びましょう。	

7.		バテンのスリーブの開閉口部にゆっくりとバルブチューブ�差し
込みます。

8.	 スリーブの底に手��て、スリーブからそっとブラダー�引き抜き
ます。その際フライイングラインはスリーブに通し�ままにして�
きます。スリーブにフライイングライン�通し�ままにするのは、リ
ペアが終わっ�段階でブラダー�元の位置に戻し�すくする�め
です。

9.	 エア・クリップ�インフレーション・チューブに戻します。ブラダー
に空気�送り込み、バルブ�差し込みます。ブラダー�膨らませ過
ぎない�う注意してください。

10	穴の開い�箇所�調べる�めにブラダー�水に沈めます。バスタ
ブなど、広い場所の方が楽に�作�行うことができます。広い場所の方が楽に�作�行うことができます。場所の方が楽に�作�行うことができます。

11.	泡の発�に�って穴の位置�見分けます。
12.	空気が漏れている箇所�見つけ�ら、その箇所�乾かし穴の周り
に丸�書き込んで印�つけます。油性ペンで書くこと��勧めしま
す。（図6）

13.	柔らかいタオルでブラダー全体の水気�拭き取ります。
14.	ブラダーから空気�抜きます。
15.	接着剤�使うか、ブラダー・リペアキットの中にあるパッチ�使う
か決めます。

16.	穴がシームにかかっている場合には接着剤が必要になります。
17.	穴がブダラーの平らな面の一部にある場合には、パッチのひとつ
の裏紙�はがし、パッチ�ブラダーに張り付けます。穴�完全に被
う�うに注意します。

18.	完全に乾かす�め、少なくとも20分はブラダー�そのままにして
�きます。

19.�びブラダーに空気�入れ、穴が完全にふさがっ�こと�確認しこと�確認しし
ます。

20.	ブラダーの穴�修理し�後、ブラダー�元に戻し�すい�うにベ
ビーパウダーなどでブラダー�コーティングすると作業が簡単で
す。（これは必須項目ではありません）

21.	ブラダーから空気�抜きます。	
22.	バテンの端のフライイングライン�バルブノズルと結びます。と結びます。。
23.	バテンの端にブラダー�平らに置き、スリーブにブラダー�戻します。
24.	バルブ�ゆっくりとスリーブに戻し、ブラダー全体がスリーブに入
る�うにします。

25.	スリーブのバルブ開閉口部分からフライイングライン�引き、その
一方でブラダー�元の場所に戻る�うに移�させます。�元の場所に戻る�うに移�させます。元の場所に戻る�うに移�させます。

26.ブラダーが元に位置に戻っ�ら、スリーブのバルブ開閉口にバルブ�戻し、縛ってあっ�フライイングライン
�ほどきます（図7）。（図7）。。

27.	スリーブの�々までブラダーが行き渡っているかどうか調べる�めに、バテンに空気�入れます。�々までブラダーが行き渡っているかどうか調べる�めに、バテンに空気�入れます。までブラダーが行き渡っているかどうか調べる�めに、バテンに空気�入れます。
28.	エア�ィストリビューション・チューブとクリップ�LEに取付けます。エア�ィストリビューション・チューブとクリップ�LEに取付けます。。
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リーディングエッジ・ブラダーのリペア

1.	 バテンが上�向く�うに置きます。

2.	 リー�ィングエッジ	(LE)	・ブラダーの両端は折り返しになっ�ベルクロ開閉口が
ついています。LEの中央にはジッパーで開閉できるポケットもついています。ベル
クロ開閉口�はずし、中央ポケットのジッパー�開いてください。これに�ってス
リーブが開く�うになりブラダーに触ることが可能になります。（図1、2）

3.	 リー�ィングエッジについているエアーロックバルブ�はずします。リテイナーリ
ング�ブラダーから慎重にはずします。ベルクロリングにある小さなプルタブ�使
い、注意しながらエアロックのベース部分�LE内側�りはがしていきます。�し�
部品は後の�めに大切にとって�きます。(図3、4、5）

4.	 次にスプリント・バルブ��します。バテン・バルブにあるチュービング・ロック・カ
ラー��します。（図6）		

5.	 チューブからエア・クリップ�スライドして�します。（図7）							

6.	 バテン・バルブのベース部分にあるネジ（2つ）��します。（図8）つ）��します。（図8））��します。（図8）			

7.	 後から使い�すい�うにすべてのバルブ�分かり�すく並べて�いてください。

8.	 次にフライイングライン�2セット用意します。リー�ィングエッジの片側からライ
ン�通し始め、ラインの片方の端�ブラダーのウイングチップに結びます。ライン
はしっかりと結びましょう。2つめのライン�使って、同��作�反対側のリー�ィ
ングエッジの端にも行います。

9.	 バルブ�スリーブのなかにそっと�し込みます。

10.	これでリー�ィングエッジ・バルブに近いジッパー付きポケットに手�入れ、リー
�ィングエッジ・ブラダーに触ることができる�うになります。

11.	ブラダーの片側�スリーブから抜き出します。フライイングラインはスリーブに通
っ�ままにして�きます。スリーブに通っ�フライイングラインは、リペア後ブラダ
ー�元の位置に戻す時に使います。

12.	スリーブから出し�らエア・クリップ�装着してください。クリップ�すべて閉め、ブクリップ�すべて閉め、ブブ
ラダーには空気�入れ、空気が抜けない�うに両方のバルブ�閉めます。ブラダ
ー�膨らませ過ぎない�う、注意してください。

13.	穴の開い�箇所�調べる�めにブラダー�水に沈めます。バスタブなど、広い場広い場場
所の方が楽に�作�行うことができます。泡の発�に�って穴の位置が分かりま
す。

14.	空気が漏れている箇所�見つけ�ら、周��乾かし、穴の周りに丸�書き込んで周��乾かし、穴の周りに丸�書き込んで穴の周りに丸�書き込んで
印�つけます。油性ペンで書くこと��勧めします。（図9））

15.	柔らかいタオルでブラダー全体の水気�拭き取ります。

16.	ブラダーから空気�抜きます。

17.	接着剤�使うか、ブラダー・リペアキットの中にあるパッチ�使うか決めます。

18.穴がシームにかかっている場合には接着剤が必要になります。.

19.	穴がブダラーの平らな面の一部にある場合には、パッチのひとつの裏紙�はが
し、パッチ�ブラダーに張り付けます。穴�完全に被う�うに注意します。

リペア

図11

図22

図33

図44

図55

図66

図77
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20.完全に乾かす�め、少なくとも20分はブラダー�そのままにして�き
ます。

21.�びブラダーに空気�入れ、穴が完全にふさがっ�かどうかチェック
します。

22.ブラダーから空気�抜きます。

23.	ブラダーの端にフライイングライン�結びます。

24.ブラダー�ポケット近くに平らに置き、蛇腹状に畳んでブラダー�ね
�ることなくスリーブに戻せる状態にします。

25.	片側からスタートし、ポケットからブラダー�元の位置に戻していき
ます。

26.	リー�ィングエッジの片端に歩いていき、スリーブの端�持ちながら
フライイングライン�ゆっくりと引きます。片側のブラダーがゆっくり
とスリーブ中の元の位置に戻ります（図10）。（図10）。。

27.	ブラダーのもう片側にも同��作�行います。バルブがホールの近く
まで移�し、ブラダーがしっかりとスリーブ内に収まるまで同��作
�続けます。

28.ブラダー�スリーブの端まできちんと�し込みます。

29.	ブラダーが元の場所に収まっ�らスリーブのホール�通してバルブ
�元の位置に戻します。（図11）

30.	スプリント・バルブ�元の位置に戻します。（図12）

31.	ジッパーの歯が内蔵ブラダー�かまない�うに注意してください。
LEの中央ポケットのジッパー�閉�ます。ウイングチップのポケット
�元の�うに折り曲げベルクロストラップ�しっかりとつけます。

32.	エアーロックバルブ�取り付けます。

33.	スリーブの�々までブラダーが行き渡っているかどうか調べる�め�々までブラダーが行き渡っているかどうか調べる�めまでブラダーが行き渡っているかどうか調べる�め
に、リー�ィングエッジに空気�入れます。

34.スプリント・バルブ�付け、それ�れのバテンにエア・�ィストリビュー
ション・チューブ�接続します。

リペア

図88

図99

図1111

図1010

図1212
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カイトボーディングや風に関して使われる言葉

トレーニングカイト
カイト・ボー�ィングに使用するカイトの�き�シュ
ミレーションする陸上で使用する練習用カイト。非
常に優れ�トレーニング用の�具です。サイズは小
さくても充分なパワーがあるので、使用時には注意
が必要です。

インフレータブル・カイト
浮力�持�せる�うに空気�いれ�チューブのつい
�カイト。リランチングが簡単に行えます。

リーディングエッジ（LE）
カイトの前方にある空気�挿入できるチューブ。	

バテン
カイトの�側�被うファブリック製の部位。空気�挿
入しカイトの骨組みとなる内蔵ブラダー�被います。

ブラダー
リー�ィングエッジとバテンに内蔵され�空気�挿
入するチューブ。（自転車のタイヤの�うに内側に空
気�入れるチューブが入るシステムになっています）
エアロック
カイトの一カ所から空気�挿入し�り抜い�りでき
る、２つのパーツからなるバルブ。

スプリント  
１カ所からスピー�ィに空気�挿入できる技術。

エア・クリップ 
LEとバテンの間の空気�遮断しているクリップ。
エア・�ィストリビューション・チューブ	
LEブラダーとバテン・ブラダー�むすぶチューブ。

オーバーライド
通常のライ�ィング・コン�ィションのときにコントロ
ールバーの�き�制限する�めに�ザインされ�シ
ステム。カイト�大きく�パワーすることなく、ローテ
ーションの後、バー�回すことができます。�パワー・
エクステンションと同�働きもします。

QRSクイックリリース
ライダーが緊急時にリリースできるコントロールシス
テムです。QRSハーネスリーシュがライダーとカイト
�接続し、緊急時に接続�解除できる�う�ザイン
されています。	

バイ�スリーシュシステム
初めてカイトボー�ィングする人�スクールなど、ハ
ーネスループ�使えない人に�勧めの、オプションで
取り付けられる安全なリーシュです。	

コントロールバー
カイト�操作するときに用いる、ライダーにとってハン
ドルの�うな役割�するもの。

ブライダル
カイトのウイングチップとリー�ィングエッジから下
がっているライン。カイトとコントロールバー�つなぐ
�めに用いるフライイングラインはこのブライダルに
結びます。

ト�・ポイント
ブライダルの接続箇所	

リーダーライン
コントロールバーに直接つけるライン。バーとフライイ
ングライン�接続する�めに使います。

フライイングライン
カイトに付いてくる4本すべてのラインの総称です。こ
のラインはカイト付属のブライダルラインとコントロ
ールバー付属のリーダーライン�結んでいます。通常
20-30mの長さがあります。

ステアリングライン
カイトのトレーニングエッジにあるブライダルから出
ている�側に付い�2本のフライイングラインのこと。
一方はカイトの左のウイングチップから、もう一方は
右のウイングチップから伸びます。

デ�ワーライン
中央に接続されている2本のフライイングラインで、
一方は左のウイングチップから、�方は右のウイング
チップのリー�ィングエッジから伸びます。このライン
はカイトの�パワー機能に働きます。

センターライン調節ストラップ(CAS) 
フロントラインとバックラインの長さ�変えることに�
ってカイト��パワーさせるときに使用します。ま�バ
ーの位置�ライダーに近�ける時にも使用します。

ハーネス
コントロールバーにあるハーネスラインとライダー�



��

専門用語集

つなぐ�利な�具です。これに�ってライダーは自分
の体重��かしながら、あまり力�使わずにカイトに
ぶら下がる�うにライ�ィングすることができます。も
っとも一般�なのはウエストハーネス（胴部に着用す
るタイプ）とシートハーネス（胴部に着用し足の付け
根に巻くタイプ）です。

カイトボーディング
水上でパワーカイトするスポーツの総称。

カイトサーフィン
水上でパワーカイトするスポーツのもうひとつの総
称。

ニュートラルポジション
ライダーの頭上ほぼ真上にカイトがあるポジション
です。ライダーがバー�高く持ち上げると、カイトは
自��にニュートラルポジションに移�します。しか
しこのポジションにカイト�保つことは難しく危険で
す。このポジションにあるカイトは安定していてパワ
ーがない�うに感�られますが、地上にいるライダー
�リフティングする可能性の高いポジションです。海
上にいる時はボード�手繰り寄せている間に使い�
すいポジションですが、陸上にいる時には極力このポ
ジション�使用しないでください。ランチング後は�
早く海上に出て、このポジション�避けること��勧
めします。陸上でのこのポジションは大変危険です。

ニュートラルゾーン
ニュートラル・ポジション�中心に左右に幅�広げ
�エリア。飛行�開始する�めにカイト�風上方向
に向ける�めのエリアです。この位置にあるカイトは
パワーゾーンにあるカイトに比べてパワー�引く力
が劣ります。しかし陸上�ガスティなコン�ィション
の時は特に、このゾーンにカイトがある場合は注意
が必要です。

�ワーゾーン
ライダーの前あるいは横にあ�るこの位置のカイト
は、ニュートラル・ポジション�ゾーンと比べ、パワフ
ルです。このエリアにあるはカイトは最もパワフルで、
ライダー�引く力が強い状態です。このエリアにある
カイトはパワフルで危険�伴うので、練習中のライダ
ーは、できるだけこのエリアでカイト�使用すること
�避けましょう。カイトがこのゾーンにある場合、注
意が必要です。

リフティング
リフティングはカイトがライダーの頭の上にある時に
起ります。安定しない風に�って突然ライダー�持ち
上げる垂直な力�かかります。	

ランチング
パートナーの手からカイト�上空に上げるライダー
の�作です。

セルフ・ランチング
パートナーなしでカイト�ランチングするテクニック。
ライダーの準備が完了するまで砂�重り�ウイング
チップに置いて行います。

リランチング
水面に落ち�カイト�ライダーが操作し、�び上空
に戻すこと。

ボディドラッグ
水上にいるライダーがカイト�上空に上げながらボ
ード�使わないテクニック。カイトの飛行�練習する
�めに、ランチング後波打ち際まで歩き、海上で身体
�カイトにひっぱってもらいます。カイトの飛行とリラ
ンチング、自己レスキューの方法�学びます。

�ォータースタート
ライダーが水中にいる状態から立ち上がり、ボード
に乗ること。

ジャイビング
ライダーが乗っているボードの走っている向き�変え
ること。スタボータックからポートタックに、ま�その
反対に移ること�言います。

プレーニング
ボードが水面�滑走する状態。

ランディング
岸にいるパートナーの手元にライダーがカイト�操
作して移�させる�作。

オーバー�ワー
ライダーの能力�体重、体力、風のコン�ィションと
比べ、カイトのパワーが強すぎる状態。

アンダー�ワー
ライダーの能力�体重、体力、風のコン�ィションと
比べ、カイトのパワーが弱すぎる状態。

リーチ
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風向きに相対するカイトが�く方向。通常は風下に
対して60から160度の方向。

ラル
風（ブロー）が抜け�箇所。ガスティなコン�ィション
でブローが抜け�風の弱い状態のこと�言います。
ま�カイトが完全に�パワーし�状態にあることも
言います。

ラフ
風が抜け�状態のカイトに起こる現象。

サイドショア
陸に向かって左もしくは右から吹き、岸と平行に吹く
風。カイト・ボー�ィングに理想�な風向き。

オンショア
陸から水面に向かって垂直に吹く風。この風向きの
場合は水上�水際でのカイトの使用は禁止です。

サイドオンショア
水面の左もしくは右から陸に向かって吹く風。オンシ
ョアとサイドショアの中間の風向き。水面あるいは波
打ち際でカイト�飛行させてもいい風向き。

オフショア
陸から水面に吹く風。水面�水際でカイト�飛行さ
せてはいけない風向き。

サイドオフショア
陸の左もしくは右から水面に向かって吹く風。オフシ
ョアとサイドショアの中間の風向き。水面�水際でカ
イト�飛行させてはいけない風向き。

ガスティ
風がコンスタントに吹かず、強弱がある状態。

ダ�ン�インド
風下。風が吹いていく方向。

アップ�インド
風上。風が吹いてくる方向。

リ�ォード
カイト・ボーダーの風下側。

�インド�ォード
カイト・ボーダーの風上側。

ノット
スピード�風速の単位。海里に��き計算される。
1ノット=1時間で1海里進む速さ。

1ノット=1.15mph
1ノット=1.85km

MPH
スピード�風速の単位。マイルに��いて計算され
る。1mph=1時間で1マイル進む速さ。

ビューフォート風力級
風が起こす諸現象（波の様子、煙りの流れなど）に�
って階級�つけ�システム。このシステムに�って風
の強さ�表す機械はあまりない。（0=なぎ〜12=台
風）

ポンプ	
カイトに空気�送る�めの�具
バー（ユニット）　圧力の単位
･	 1	bar	=	14.PSI
･	 1	mbar	=	0.015	PSI

PSI 
圧力の単位。ポンド／１インチ四方
･　1	PSI	=	68.9mbar




